主体的で対話的で深い学びを促す文学講義科目 : 「英語圏の文学」授業実践報告 by 関戸 冬彦
The main purpose of this report is to introduce an approach to teach 
English and American literature through proactive, interactive and deep 
learning. This report consists of three parts: 1. explaining the merit and 
background of teaching literature through proactive, interactive and deep 
learning, 2. activities and trials in the lessons and 3. responses from learners 
with an appendix. In this report, effectiveness of “teaching literature through 
















A Literature Class through Proactive, Interactive and Deep Learning







































































































グを促す２つのイベント-Presentation Championship & Bibliobattle」（2017b）を参照。













































































































ついて触れ、13回目では「サリンジャーの作品（The Catcher in the Rye）を







て作家ではなく作品論としてThe Catcher in the Ryeのまとめと考察を行うこ
とを課題とした。
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１　名前、 学生番号、 タイトルがあるか？ （名前だけ後から手書きはＮＧ）
２　文字のポイントが10.5～12くらいになっているか？
３　無駄に複数枚になっていないか？ （ページの半分以上が白紙になっていないか？）
４　誤字、 脱字はないか？ （後から手書きで修正するのはＮＧ。 その場合は直して再度プリントア
ウトする）
５　「ですます」 調と 「である」 調が混在していないか？
６　規定の字数 （1000語もしくは400 words） をクリアしているか？ （９割以上が常識の範囲。
多い分にはこの授業ではかまいません）
        / ６
内容
７　事実 （史実） と自分の意見とがバランスよく入っているか？ （５ ： ５～６ ： ４くらいが理想）
８　事実誤認 （作家名や作品名など） をしていないか？
９　自分の意見に根拠はあるか？推測だけになっていないか？





        / ３
Total
        /12
Comments （よかったところやもう少しこうしたらという部分があったら書いてあげましょう）
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Appendix ３
参加型授業運営　アンケート
無記名でアンケートにご協力お願いいたします。当てはまるものに〇をつけてください。枠
内には答えの理由を記入してください。成績等には一切関係しません。また、この結果は英
語教育の論文に掲載されることがありますので、ご了承ください。
１．一斉授業型（講義形式）ではない参加型授業はあなたによって良かったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
２．参加型授業は笑顔やコミュニケーションを意識する良い機会になったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
３．ペアワークの相手やグループのメンバーとうまく協力できたと感じますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
４．授業以外でもペアワークの相手やグループのメンバーと仲良くなったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
５．参加型授業を通してクラスの雰囲気は良かったと思いますか？
１大変そう思う　２そう思う　３どちらとも言えない　４そう思わない　５全く思わない
６．その他、コメントがあれば自由記入をお願いします。
なお、この授業を履修した理由は
内容（文学）に興味があった・たまたま時間が空いていた・単位が必要だった・その他（　　　　　）
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